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いたことを，何年も経過して中学生になって話し始め

る事例があるというが，これは潜在している子どもの

思いや感情が，表出する場面である。

子どもの思いの中にある「子どものニーズ」は，子

どもが認識していない無自覚な思いや求めである場合

も多い。子どもが安心して心を開き，自分のことを語

れなければ，そのような潜在する「子どものニーズ」

は表出しない。観察されたように，保健室で子どもが

自分のことを語れるのは，自分を受け入れ，理解し，

認めてくれる養護教諭が存在することが基盤となって

いる。

養護教諭の存在について，子どもたちは養護教諭が

不在の時，「いなかったのでとても寂しかった。先生

は保健室にいつもいて欲しい」と望んでいる。これは，

保健室という場は空間だけを提供するのではなく，そ

こに，辛い自分を受け止め，見守り，向き合ってくれ

る養護教諭という大人の存在が不可欠だということを

表現している。自我に目覚め，心身の健康上の問題や

自分の存在に揺らぐ成長期の子どもたちを，日常の関

わりから受け止め，自立への支援を行う存在14）とし

て養護教諭が存在しているということが，子どもと養

護教諭の「ニーズの共通化」という関わりにとって重

要性をもっている。

３）…養護教諭の願い「安心して話せる雰囲気」の保健

室経営

【中学校養護教諭】

最初は保健室で，「死ね」などと平気で言い合って，

安心して話せる雰囲気でなかった。それを見て自分は

「それはだめ。お引取りください，保健室から。」とい

うふうに徹底して言っている。ここ（保健室）では，

気を使わず安心して話せる雰囲気を作ってきた。〔I〕

【中学校保健室】

保健室に来室する子どもの中にはいじめにあって怯

えている子もいるという。養護教諭はお互いを思い

やって誰もが安心して暮らせる環境を保健室につくる

ことで，子どもにお互いを尊重することを教えていた。

研究者が訪問したときには，子ども同士が相手を中傷

する言動などは見られず，養護教諭が注意したりする

場面はなかった。すでに保健室の方針が子どもたちに

浸透し，例えば，保健室に遊びに来ていた子どもが，

具合が悪くて寒気がするという子にストーブの前の位

置を明け渡すなど，相手を尊重した行動を自然な形で

とるようになったという。〔O〕〔I〕

「お互いを思いやって誰もが安心して過ごせる保健

室」にしたいという養護教諭の願いは，保健室の経営

方針として「徹底して（生徒に）言った」ことにより，

保健室の雰囲気は変わり，具合が悪い子を思いやる行

動が促された。保健室を訪れる子どもたちが変容した

のは，子どもたちが，養護教諭のこの「専門的立場か

らのニーズ」を理解し，受け入れたからである。自分

の安心が得られた子どもが，自ら他者を安心させるた

めの行動ができるようになったことは，養護教諭の思

いが子どもに内在化したと捉えることができる。この

とき，養護教諭は，「言ってきた」ことが子どもに浸

透した，理解してもらえたという，充実感を持って語っ

ていた。どのくらいの期間「言ってきた」のかは，明

らかになっていないが，養護教諭の「専門的立場から

のニーズ」は，保健室経営の姿勢として子どもへの継

続した働きかけとなっていた。

Ⅴ　おわりに

本研究において分析された，日常の子どもの思いが

十分に受け入れられた安心感のある空間の中に心を開

いて語ることができる養護教諭が存在しているという

ことは，学校の多くの子どもたちのニーズが，養護教

諭によって充たされた状態であるとも解釈される。そ

して，これらの状況は，エイブラハム・マズローの人

間の欲求階層における「安心」や「承認」の欲求とし

て人間の持つ根源的なニーズが充たされている状況で

あるとも捉えられる15）。しかし，本研究の第１報では

子どもと養護教諭の一対一の相互行為について考察す

る立場から，分析された概念…⑴～⑶…は，子どもと養

護教諭の一対一の相互行為としての「ニーズの共通

化」においては，子どもの中にある感情や思いが表出

してくるための重要な背景となるものであり，基盤と

なるものと結論付けた。ニーズを共通化していくプロ
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セスにおいて，これらが重要であると結論付けた理由

は，その表出した感情や思いの中に，養護教諭は，子

どもが保健室来室時に記録した来室理由からは見えな

い背景要因や健康問題を見出し，潜在的な「子どもの

ニーズ」を捉えるからである。真の子どもの感情や思

いが表出し，養護教諭がそれを捉えることができなけ

れば，子どもと養護教諭が理解し合い，ニーズを共通

化していくことができない。現職として経験した，養

護教諭としてこの子どもに必要だと感じた指導が子ど

もに受け入れられない（ニーズの共通化がなされない）

という場面においても，今後この視点から研究し，考

察していきたいと考えている。また，養護教諭の願い

が反映された保健室経営の姿勢は，継続した働きかけ

として子どもたちに受け入れられ，子どもと養護教諭

がニーズを共通化してく営みを支える環境となってい

る。このような環境を基盤として，子どもと養護教諭

は主体性を保ちながら，お互いの思いを受け止め，わ

かり合っていく（共通化する）という方向に進んでい

くことが示唆された。

Ⅵ　まとめ

保健室のフィールドノーツに記録した情報（観察さ

れた事項や事前の情報：〔O〕・養護教諭からのインタ

ビュー事項：〔I〕・子どもと養護教諭の会話：〔C〕）を，

「子どものニーズ」と養護教諭の「専門的立場からの

ニーズ」を共通化していく営みとして着目し，これら

が，どのような背景や環境で表出しているのかを分析

した結果，以下の３つの概念を得た。

１．…日常の何気ないおしゃべりと遊びの相互行為の

中で育まれる安心感

２．…子どもが心を開いて自分を語ることができる存

在としての養護教諭

３．…養護教諭の願い「安心して話せる雰囲気」の保

健室経営

これらは，子どもと養護教諭が「ニーズを共通化」

していくプロセスにおいて，基盤となっていると考察

された。
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